
アジア原子力協力フォーラム 

（FNCA：Forum for Nuclear Cooperation in Asia）の概要 

 

 

１ ＦＮＣＡとは 

  我が国の内閣府と文部科学省が中心となって進めているアジア諸国との原子力技術の

平和利用における国際協力の枠組み。 

 

２ 参加国 

オーストラリア、バングラデシュ、中国、インドネシア、日本、カザフスタン、韓国、

マレーシア、モンゴル、フィリピン、タイ、ベトナム（１２か国） 

 

３ 枠組み 

（１）ＦＮＣＡ大臣級会合 

   原子力を所管する大臣級代表による会合と上級行政官による会合で構成。協力方策

や原子力政策について討議。 

 

（２）コーディネーター会合 

   各国１名のコーディネーターにより、協力プロジェクトの成果と評価、推進方針、

新提案ならびにＦＮＣＡの運営全般に関わることを審議。 

 

（３）スタディ・パネル 

   原子力発電および非発電分野での各国の政策課題や、原子力発電導入の技術課題に

ついて討議。 

 

（４）個別プロジェクトについての協力活動 

   放射線利用および原子力基盤に係る４分野１０プロジェクトについて、ＦＮＣＡ参

加国が持ち回りでワークショップを開催し、活動の成果と計画を討議。 

    

  ＜ＦＮＣＡ１０プロジェクト＞ 

    ○研究炉利用開発分野         ○原子力基盤強化分野 

     ・研究炉ネットワーク         ・人材養成 

     ・中性子放射化分析          ・核セキュリティ・保障措置 

    ○原子力安全強化分野         ○放射線利用開発分野 

     ・原子力安全マネジメントシステム   ・放射線治療 

     ・放射線安全・廃棄物管理       ・放射線育種（※） 

                        ・バイオ肥料 

                        ・電子加速器利用 

      

    ※放射線育種プロジェクトでは、アジア地域でニーズの高い作物を対象とし、放

射線による突然変異育種技術を利用することで、病気、害虫、干ばつなどに強

い品種や、より収穫量が多く高品質な品種を開発することを目指す。 

 

（参 考） 



  

     

 


